
　
会
員
の
皆
様
に
は
新
春

を
迎
え
ら
れ
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
自

粛
し
た
こ
と
も
あ
り
、
不

安
な
日
々
を
お
過
ご
し
に

な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
そ
ん
な
毎
日

に
負
け
ず
「
お
元
気
で
す

か
？
」
　
昨
年
よ
り
役
員

も
各
部
会
組
織
も
新
体
制

と
な
り
更
な
る
や
り
が
い

の
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
！
と
取
り
組
ん

で
進
め
て
い
ま
す
の
で
楽

し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。

　
昨
年
配
布
し
た
「
エ
コ

バ
ッ
グ
」
は
使
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
か
？
と
て

も
便
利
だ
と
会
員
の
声
も

聞
い
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
と

社
会
貢
献
事
業
と
し
て
生

か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
節
目
と
な
る
設
立
30
周

年
を
目
前
に
控
え
、
広
報

活
動
に
つ
い
て
も
変
革
の

時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

皆
様
に
寄
り
添
い
、
有
意

義
な
情
報
を
お
伝
え
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
意
見
や
ご
要

望
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
部
会
）

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
皆
さ
ん
の
仲
間
（
会
員
）
を
募

集
中
で
す
。

　
今
年
度
よ
り
新
し
く
取
り
入
れ
た
取
り
組
み
も
活

用
し
、
一
人
で
も
多
く
の
「
仲
間
づ
く
り
」
に
繋
げ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
会
員
獲
得
奨
励
金
制
度
】

　
　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
友
人
を
ご
紹
介
い
た
だ
　

　
　
き
、
入
会
さ
れ
た
際
に
紹
介
者
（
会
員
）
に

　
　
対
し
奨
励
金
（
5
，
0
0
0
円
）
を
進
呈
。

【
入
会
者
の
初
年
度
会
費
無
料
】

　
　
入
会
さ
れ
た
年
度
の
会
費
を
無
料
と
し
ま
す
。

【
夫
婦
会
員
等
の
年
会
費
半
額
】

　
　
同
居
す
る
夫
婦
及
び
親
族
等
の
会
費
を
半
額

　
　
（
1
，
8
0
0
円
）
と
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
ご
夫
婦
ど
ち
ら
か
が
入
会
済
の
場
合
、
新
た
な

　
入
会
者
の
今
年
度
年
会
費
は
無
料
、
入
会
済
の
方
の
会
費

　
は
3
，
6
0
0
円
と
な
り
ま
す
。（
適
用
は
次
年
度
か
ら
）

　
入
会
説
明
会
は
予
約
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
、
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り

　
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
の
皆
さ
ん
が
『
会
員
証
』
を
提
示
す
る
だ

け
で
地
域
の
協
力
店
で
商
品
の
割
引
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る

「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
」
の
取
り
組
み
を
11
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
す
で
に
先
進
セ
ン
タ
ー
で
は
先
行
し
て
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
地
域

活
性
化
に
も
繋
が
る
試
み
で
も
あ
り
、
い
ず
れ
は
京
田
辺
市
外
で
も
「
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
」
の
会
員
で
あ
る
こ
と
で
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
浸

透
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
協
力
店
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
会
報
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
協
力
店
に
は
チ
エ
ブ
ク
ロ
ー
を
配
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
設
置
（
掲
示
）
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
よ
。

　
去
る
10
月
29
日
に
理
事
に
よ
る
「
会
員
募
集
チ

ラ
シ
」
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
市
内

で
比
較
的
高
齢
者
世
帯
の
多
い
地
域
に
対
し
、
啓

発
の
オ
レ
ン
ジ
ベ
ス
ト
を
着
用
し
た
理
事
の
皆
さ

ん
の
手
に
よ
っ
て
約
２
，
０
０
０
枚
の
チ
ラ
シ
を

配
布
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
に
は
草
引
き
班
の
会
員
10
名
の
方

の
ご
協
力
に
よ
り
、
２
０
０
枚
の
チ
ラ
シ
配
布
も

実
施
し
ま
し
た
。

　シルバー人材センターは国、京都府及び京田辺市からの補助金により
運営されています。
　センターの安定かつ健全な財政運営のため、去る９月16日及び12月
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後
記

「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
」ご
利
用
く
だ
さ
い

「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
」ご
利
用
く
だ
さ
い

会
員
拡
大
に
向
け
て

＊会場はシルバー人材センター３階会議室
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ポ
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年
頭
あ
い
さ
つ

竹

　村

　三
津
雄

理
事
長

た
け

む
ら

み

つ

お

年
頭
あ
い
さ
つ

上

　村

　
　
　崇

京
田
辺
市
長

か
み

む
ら

た
か
し

手
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
作
品

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
ご
家
族
お

揃
い
で
、
お
健
や
か
に
令
和
３
年
の

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜

わ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
の
３
月
頃
よ
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
始
ま
り
、

４
月
に
は
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
は
想
像
も

し
得
か
っ
た
事
態
と
な
り
ま
し
た
が
、

ま
ず
は
会
員
や
職
員
の
方
々
の
命
と

安
全
が
第
一
に
と
、
就
業
制
限
や
当

初
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
会
議
及
び

啓
発
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
等

も
中
止
し
、
感
染
拡
大
防
止
に
留
意

し
た
施
策
を
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
一
日
で
も
早
く
の
収
束
を

祈
願
し
つ
つ
感
染
に
十
分
警
戒
し
な

が
ら
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
で
就
業
及

び
日
常
生
活
に
心
が
け
て
頂
く
こ
と

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
迎
え
た
令
和
３
年
、
そ
れ
は
京
田

辺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
と

っ
て
設
立
30
周
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
節
目
の
年
の
幕
開
け
で
あ
り
ま
す
。

　
今
日
ま
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展

に
向
け
て
様
々
な
形
で
ご
支
援
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様

や
、
京
田
辺
市
を
始
め
関
係
諸
機
関

各
位
の
格
別
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
事
に
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

本
年
も
主
な
事
業
と
し
て
、
会
員
拡

大
の
推
進
及
び
就
業
機
会
の
拡
大
、

並
び
に
組
織
体
制
の
充
実
強
化
を
重

点
項
目
と
位
置
づ
け
、
会
員
と
役
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
今
後
も
社
会
情
勢

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
地
域
に

根
ざ
し
た
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
活
動
で
き
る
よ
う
、
よ
り
積
極

的
な
事
業
運
営
を
推
進
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
一
層
の
ご
協
力
、
ご

支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
終
息
を
願
い
つ
つ
、
皆
様
方

に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
き
と
共
に
、

災
害
等
の
な
い
明
る
い
一
年
に
な
り

ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
京
田
辺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
素
よ
り
市
政
の
推
進
に

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
社
会

が
大
き
く
変
化
し
た
一
年
で
し
た
。

感
染
拡
大
の
中
、
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
マ
ス
ク
着
用
や
手

指
消
毒
な
ど
、
感
染
拡
大
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
活
動
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
豊
か
な

自
然
と
交
通
利
便
性
と
い
う
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全

国
的
な
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
も
、

子
育
て
世
代
を
中
心
に
今
後
10
年
は

人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
２
０
２
５
年
に
は

い
わ
ゆ
る
〝
団
塊
の
世
代
〞
が
全
て

後
期
高
齢
者
の
年
齢
に
達
す
る
こ
と

か
ら
も
、
今
後
は
一
層
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
社
会
と
の

関
わ
り
の
場
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て

き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
貴
セ
ン
タ
ー
で

は
、
本
市
と
昨
夏
に
締
結
し
た
「
空

家
等
の
適
正
な
管
理
の
推
進
」
に
関

す
る
協
定
に
基
づ
き
、
空
家
管
理
を

通
じ
た
安
全
・
安
心
、
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
で
は
昨
秋

か
ら
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
制
度

を
導
入
さ
れ
、
市
内
の
飲
食
店
等
と

の
連
携
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

に
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
も
、
貴
セ
ン
タ
ー
に
は
世
代

を
超
え
た
支
え
合
い
の
担
い
手
と
し

て
、
ま
た
地
域
の
皆
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
知
識
や

経
験
を
生
か
し
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
と
し
ま
し
て
も
、
今
後
も
引

き
続
き
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
心
豊
か
に
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
京
田
辺
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
新
し
い
年
が
会
員
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

本
年
も

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

理
事
長

　竹
村
三
津
雄

副
理
事
長

　杦
本

　久
雄

　
　
　
　
　橋
本

　孝
司

　

理

　
　事

　相
原

　玲
子

理

　
　事

　石
津

　泰
男

理

　
　事

　奥
村

　順
一

理

　
　事

　喜
多

　秀
和

理

　
　事

　髙
橋

　幸
子

理

　
　事

　瀧
川

　容
一

理

　
　事

　内
藤

　孝
夫

理

　
　事

　南
庄
ト
シ
エ

理

　
　事

　横
濵

　和
俊

監

　
　事

　赤
松

　一
到

監

　
　事

　柴
家

　
　碧

専
務
理
事

兼
事
務
局
長

事
務
局
職
員
一
同

た
け
む
ら
　

み
　
つ
　
お

す
ぎ
も
と
　
　
ひ
さ
　

お

は
し
も
と
　
　
た
か
　

し

あ
い
は
ら
　
　
れ
い 

こ

い
し 

づ
　
　 

や
す 

お

お
く
む
ら
　
じ
ゅ
ん
い
ち

 

き  

た
　
　  

ひ
で
か
ず

た
か
は
し
　
　
さ
ち
　

こ

た
き
が
わ
　
　
よ
う
い
ち

な
い
と
う
　
　
た
か 

お

な
ん
し
ょ
う

よ
こ
は
ま
　
　
か
ず
と
し

あ
か
ま
つ
　
　
か
ず
と
う

し
ば
　

や
　

　
　
　
　

み
ど
り
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新年を
  迎えて
新年を
  迎えて

（節目を迎える会員の皆さんの声）
昨年は新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、外出自粛要請や

緊急事態宣言、３密の回避や新しい生活様式の推奨など、これまでに経
験したことがない激しい不安を感じる日々を過ごすことになりました。
今後もまだまだ先が見えない状況ではありますが、新しい年を迎える

にあたり、会員の皆さんにとってシルバー人材センターの存在が少しで
も明るい希望となることを願っています。
さて、令和３年に節目を迎えられる方（丑年生まれ・喜寿・傘寿・登

録10年目）より、シルバー人材センターでの思い出や節目を迎えての抱
負など、楽しく前向きになるお話をいただきました。
投稿いただいた皆さん、本当にありがとうございました。
今年１年が晴れやかなものとなりますように！

会員で良かった
平成９年、四十年間勤め、定年退職の後、シルバー人材セン

ターに入会しました。
今は懐かしい電電公社の家庭向け配布用「電話帳セット」の

仕事や駅前などの放置自転車対策、「ワンコインサービス」な
ど【今日用事があること】【行くところがあること】を日々喜
んでいます。
なかでも平成23年に４人で立ち上げたハイキングを中心とし

た「遊歩くらぶ」はこれまで10年、延べ1,500人の仲間と楽しん
でいます。
振り返れば事務所も今の社会福祉センターからＪＡやましろ

の向かい側、そして河原食田へと移り発展してきたのでした。
今、シルバー人材センターの会員で良かったと思いながら、

自身７回目の年男を迎えようとしています。
（田辺地区：中世古　審治）

生きがいから健康寿命に
シルバー人材センターに入会し、今年で１２年目を

迎えます。退職後、平凡な生活に飽き当初は４~５年で
もと軽い気持ちで仕事をしだしましたが、今ではまさに
生活のルーティンの一部となり、結果的には良かったと
思っています。
仕事は小学校の宿直を行っており職員の方、時には

子供たちと話すこともあり孫のいない私にとってはその
闊達な笑顔に接することで心の和みを感じることさえあ
ります。
シルバーにとって仕事を通し社会参加ができ、それ

が自身の生きがいとなることはひいては健康寿命にもつ
ながるのではと考えます。
今後は入会者の一人でも多くの方が何らかの仕事に

就かれ、歓びややりがいを感じられることを期待します。
（大住地区：森村　健治）

シルバーは第2の人生
62歳で定年後、66歳で入会し、早11年目

に入りました。早朝の仕事（ゴルフ場）や育
苗での重労働（ＪＡ）など、仕事を通じて人
との関わり、社会との繋がりにより社会に貢
献できて満足の日々を送っています。
働くことにより「ボケ」防止や体力の維

持向上にも繋がり、健康が保たれていると思
います。この年になると、何よりも健康第一
です。私にとってシルバー人材センターは第
２の人生です。
令和３年２月で喜寿を迎えますが、これ

からも体力の続く限り、頑張っていくつもり
です。

（桃園地区：久保　二郎）

元気づけられる日々
あけましておめでとうございます。
早いもので、シルバー人材センターに

会員登録して８年が過ぎ９年目に突入し
ました。
現在、通学安全整理員業務に従事して

いますが、子供たちの「おはようござい
ます！」の声に元気づけられる日々です。
前職とまったく違う職種ですので張り

合いがあり、楽しみでもあります。いつ
まで出来るかわかりませんが、もう少し
頑張って、有意義な毎日を過ごしていき
たいと思います。
皆さんも変化のある生活をしてみませ

んか。楽しいですよ。
（大住地区：Ｉ．Ｔ）

入会してビックリ！
定年も過ぎ「もう年やなぁ。」と思ってい

たのが入会してビックリ！
まだまだ年上の方が大勢おられ、お仕事を

されていました。
世間では年寄り扱いされますが、シルバー

人材センターでは中堅です。働き盛りです。
皆さんしっかりしておられ、元気に働いて

おられるのをみると、やはり仕事をされている
方は前向きに暮らしておられると思いますし、
目標にもなります。
生活にもリズムができ、元気に働かせてい

ただいて感謝しています。
定年がないので、一年一年、健康に気をつ

けて、少しでも長く働かせていただきたいです。
（田辺東地区：Ｓ．Ｙ）

沢山の人達との繋がりを
退職後、ぼんやりと毎日を過ごしていまし

たが、何か物足りなく落ち着きません。65歳
はまだ働けると思い、シルバーの会員になり
十数年お仕事をさせていただきました。
体力も少々落ちて来ましたし、もうこの辺

でいいかなと思いつつ、就業時間を減らしな
がら続けています。
今日の予定があることは毎日の生活の活力

になります。体力の続く限り、続けていこう
と思っています。
また、沢山の人達との繋がりもできて、趣

味の教室や遊歩くらぶの人達と渓谷や史跡を
巡るのも楽しみです。
シルバーの会員になり、老後の生活を楽し

く過ごしています。
（田辺東地区：Ｔ．Ｙ）

センターライフを楽しもう
　古希を過ぎ、6回目の年男を迎える事が出来ました。

シルバー人材センターに入会し10年目になりますが就業と
自分の趣味などとの生活リズムにメリハリが出来、お陰様
で認知症になるのを忘れるくらい充実した毎日を過ごして
います。
現在は、学童通学時の見守り員やスーパー駐輪場案内係

の就業についています。また世話役活動やイベント活動な
どに参加する事で新
友ができ、情報の輪
も広がり、知合った
会員の皆さんと一緒
にセンターライフを
楽しんでいます。
　節分に年男が

豆まきで厄を追い払
い、福を呼ぶ習慣が
あります。この年男
パワーでコロナを追っ払い、健康で楽しく活動できる事を
願っています。就業だけでなくイベント活動などにも参加
し新友とセンターライフを楽しみませんか。

（松井ヶ丘地区：内藤孝夫）
良かったことの思い出
定年後一年間充電、のんびりと目標のない気ままな毎日をす

ごしていました。
ある日、スポーツクラブで先輩より、目標のない日々を過ご

すより、シルバー人材センターを紹介されました。当時、地域
のサークル（健康セミナー）に参加していましたが、何か他に
地域での出会い、関わり合いたいとの想いが叶い、入会しまし
た。
入会当時は短期間のグループでの仕事（真夏の全国小学生ハ

ンドボール大会設営、車両案内、天王碧水園バス回転場の鍵開
閉管理）等、思い出に残っています。
また、地域班全体会議・接遇講習会等、積極的に参加、業務

上大変勉強になりました。シルバー人材センター職員一同の温
かいご指導で、現在、公共施設の管理業務に従事させていただ
き、感謝しています。
振り返ったら、いつの間にか？高齢化社会の仲間入りとなり

ました。
今後も、体調管理（週２回のスイミング水中ウォーク）に気

を付けて、コロナに負けず、もう少し頑張りたいと思います。
（桃園地区：匿名希望）

一日一書
「老いたら老いたで　まだ　何が出来るか　考える」（８月

３日分より）。
昭和10年七夕生まれで平成の同日から、毎日ハガキ大１枚に、

その日感動した言葉等を揮毫する事を思い立ち、元日で8,214枚
になる。１万枚目指し90歳を超え、健筆を振るえるよう祈って
いる。また、令和10年七夕が健やかに迎えられたら･･･。
何か挑戦しなくては。1,000枚、5,000枚（喜寿記念）と２回、

「ギャラリーかんなび」で個展を開き盛会裡に終了した。１万枚
達成記念展に向け、頑張るぞ！
号を「耄碌非間人」とつけ、「モーロクしても暇なし」。
明治からの牡丹花（約１千株）等、手入れに庭、山をウロチ

ョロと健康維持に努めている。
元日は『生かされて　丑歳　健やか花を書に』
会員の皆様も何か一つ、始められてはいかが･･･？　

（普賢寺地区：辻尾　仁郎）

リズムある人生
平均年齢が毎年更新され、更なる高齢化人口の増

加。「老境をいかに有意義に過ごすか」その答えを
みつけたのがシルバー人材センターの入会でした。
70歳を超えてからの入会でしたが、即、お仕事を

いただき、サービス業の軽作業に現在も従事してお
ります。
おかげさまで小遣いの上乗せができ、使い方も旅

行、ハイキング、新ギター、新ＰＣ等、旅費や購入
代に使い、満足の毎日です。もちろん、孫一族への
種々のお祝いのおすそ分けも忘れません。
会員同士のそれぞれの人生のふれあいのなかから、

教えられることありで、勉強と反省の毎日です。
体力増強、脳の活性化には最高です。また趣味の

会や親睦会等を通じて互いの自己啓発の場所もあり、
活用していきたいと思っております。

「挑戦という言葉を忘れない人は
　　　　　　　　　　本当に輝く人です」
マルティン・ブーバー（オーストリアの哲学者）

　
シルバーに入会する人は挑戦の人です。心は青年

です。「生涯青春」頑張ります。
ありがとうございました。

（田辺地区（河原）：谷口）

趣味の家庭菜園で一休み シルバー人材センターとわたし

センター主催の「絵手紙の会」
参加者の作品をカットとして使わせていただきました。
センター主催の「絵手紙の会」
参加者の作品をカットとして使わせていただきました。
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新年を
  迎えて
新年を
  迎えて
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今、シルバー人材センターの会員で良かったと思いながら、
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生活のルーティンの一部となり、結果的には良かったと
思っています。
仕事は小学校の宿直を行っており職員の方、時には

子供たちと話すこともあり孫のいない私にとってはその
闊達な笑顔に接することで心の和みを感じることさえあ
ります。
シルバーにとって仕事を通し社会参加ができ、それ
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その日感動した言葉等を揮毫する事を思い立ち、元日で8,214枚
になる。１万枚目指し90歳を超え、健筆を振るえるよう祈って
いる。また、令和10年七夕が健やかに迎えられたら･･･。
何か挑戦しなくては。1,000枚、5,000枚（喜寿記念）と２回、

「ギャラリーかんなび」で個展を開き盛会裡に終了した。１万枚
達成記念展に向け、頑張るぞ！
号を「耄碌非間人」とつけ、「モーロクしても暇なし」。
明治からの牡丹花（約１千株）等、手入れに庭、山をウロチ

ョロと健康維持に努めている。
元日は『生かされて　丑歳　健やか花を書に』
会員の皆様も何か一つ、始められてはいかが･･･？　

（普賢寺地区：辻尾　仁郎）

リズムある人生
平均年齢が毎年更新され、更なる高齢化人口の増

加。「老境をいかに有意義に過ごすか」その答えを
みつけたのがシルバー人材センターの入会でした。
70歳を超えてからの入会でしたが、即、お仕事を

いただき、サービス業の軽作業に現在も従事してお
ります。
おかげさまで小遣いの上乗せができ、使い方も旅

行、ハイキング、新ギター、新ＰＣ等、旅費や購入
代に使い、満足の毎日です。もちろん、孫一族への
種々のお祝いのおすそ分けも忘れません。
会員同士のそれぞれの人生のふれあいのなかから、

教えられることありで、勉強と反省の毎日です。
体力増強、脳の活性化には最高です。また趣味の

会や親睦会等を通じて互いの自己啓発の場所もあり、
活用していきたいと思っております。

「挑戦という言葉を忘れない人は
　　　　　　　　　　本当に輝く人です」
マルティン・ブーバー（オーストリアの哲学者）

　
シルバーに入会する人は挑戦の人です。心は青年

です。「生涯青春」頑張ります。
ありがとうございました。

（田辺地区（河原）：谷口）

趣味の家庭菜園で一休み シルバー人材センターとわたし

センター主催の「絵手紙の会」
参加者の作品をカットとして使わせていただきました。
センター主催の「絵手紙の会」
参加者の作品をカットとして使わせていただきました。
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令
和
２
年
度
　
事
故
発
生
状
況

令
和
２
年
11
月
末
現
在

１
．賠
償
事
故

~

パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
中~

商業施設敷地内で段ボールの整理中、ストッパーをかけないで置いていた空台車が、
５ｍ先の離れた車に接触した。

会社敷地内の機械除草作業を行う。翌日に自動車所有者より車両に傷がついていると
連絡があり、確認を行う。当方の作業においてついたものと思われる。

剪定作業終了後、脚立を収納時に脚立の足が発注者所有の自動車にあたり傷を付けた。

草刈作業中、溝蓋部分で足を滑らせ、転倒したときに地中から出ていた光ファイバー
ケーブルを草刈り機で切断した。

自治会敷地内の機械除草を行う。作業後に自治会担当者より事務局へ連絡があったため、
職員が確認に伺い、飛び石により窓ガラスにヒビが入っていることを確認する。

性別 年齢 仕事の
内容発生日 発生

時刻 発　　生　　状　　況

軽
作業班
植木

剪定班

草刈班

草刈班

軽
作業班

11：10

10：00

10：00

10：00

14：00

73

69

75

77

78

男

男

男

男

男

①

②

③

④

⑤

2.4.17

2.6.16

2.7.3

2.7.31

2.9.19

敷地内の剪定及び除草作業中、清掃時のブロアーを使用し作業をしていたところ、劣
化している木製門扉の塗装が風力により剥がれたものと思われる。

植木
剪定班16：0067男

⑥

2.8.14

２
．傷
害
事
故

段ボールを整理するため、机の上に乗って作業をしていた際に、机の隙間に気付かず、
右足が足首からくるぶしまではまるような形で落ちた。その際右足に痛みがあった。

裏玄関から外に出た際に、右足首部分を蜂に刺された。

マンション清掃作業中、開放されていた通路側の窓（押し上げ式）に額の左側がぶつ
かり怪我をした。

駐車場を歩いていた際に、車止めに足が引っかかり転倒した。左眼上側を裂傷。

性別 年齢 仕事の
内容発生日 発生

時刻 発　　生　　状　　況

清掃
作業班

軽
作業班
清掃

作業班

草引班

10：05

9：30

9：15

16：00

73

79

68

77

男

男

女

男

①

②

③

④

2.5.21

2.9.1

2.9.17

2.10.16

※参考：令和元年11月末時点事故件数　 1. 賠償事故7件　 2. 傷害事故5件

写真撮影：柴家　碧

　
９
月
末
現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
の
累

計
契
約
金
額
は
、
１
億
８
３
５
万
円

（
請
負
事
業
）
１
，
８
８
３
万
円

（
派
遣
事
業
）
と
な
り
、
対
前
年
度

比
３
６
８
万
５
千
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
契
約
件
数
は
１
，
４
５
８

件
（
請
負
事
業
）
15
件
（
派
遣
事

業
）
と
な
り
、
対
前
年
度
比
１
３
８

件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

上
半
期
の
事
業
実
績

契
約
金
額
の
推
移

前年度請負

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
4 月 5 月 6月 7月 8月 9月（千円）

当年度派遣前年度派遣 当年度請負

私
の
生
き
ざ
ま･･･

　三
つ
の
シ
ゴ
ト

①
一
つ
目
の
仕
事

私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
65
歳
定
年
退
職
後
、
他
の

世
界
を
知
り
た
く
て
保
育
園
の
用
務
員
、
警
備
員
そ
し
て

市
政
協
力
員
（
準
公
務
員
）
を
経
て
現
在
シ
ル
バ
ー
会
員

と
し
て
二
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

②
二
つ
目
の
私
事

我
が
夫
婦
は
来
年
で
結
婚
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
現
在

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
妻
一
人
、
子
供
三
人
、
孫
五
人
で
子
供
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
遠
方
（
国
の
内
外
）
に
住
ん
で
い
ま
す
が

便
利
な
世
の
中
で
不
自
由
な
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

③
三
つ
目
の
志
事

50
歳
台
は
公
式
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
、
60
歳
台

は
自
治
会
の
役
員
、
70
歳
台
に
入
っ
て
防
犯
推
進
委
員
と

し
て
子
供
た
ち
の
通
学
見
守
り
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

以
上
、
三
つ
の
シ
ゴ
ト
を
趣
味
と
し
て
、
感
謝
を
込
め

て
気
力
体
力
の
続
く
限
り
、
粗
大
ゴ
ミ
と
な
ら
な
い
よ
う

に
元
気
で
長
生
き
を
モ
ッ
ト
ー
に
人
生
を
楽
し
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
桃
園
地
区

　鈴
木

　道
春
）

今
年
度
よ
り
、
部
会
組
織
も
再
編
さ
れ
ま
し
た

が
、
業
務
部
会
の
取
り
組
み
の
な
か
で
、
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
従
来
以
上
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
は
必
要
に
応
じ
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
計
画
性
を
も
つ
こ
と
で
よ
り
多
く
の
作
業

現
場
へ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

安
全
就
業
の
啓
発
に
も
繋
が
る
と
考
え
、
毎
月
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
ま
で
、
植
木
剪
定
、
除
草
、
通
学
安
全
整

理
員
業
務
、
清
掃
業
務
（
常
磐
苑
）
、
甘
南
備
園

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ご
み
処
理
業
務
な
ど
、
多
種

多
様
な
職
種
で
の
就
業
現
場
に
て
作
業
状
況
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

【
安
全
第
一
】
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

の
就
業
の
基
本
で
す
。
就
業
現
場
の
会
員
さ
ん
の

声
も
お
聞
き
し
な
が
ら
、
事
故
の
芽
を
摘
む
た
め

の
対
話
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
就
業
で
き
る
よ
う
、

業
務
部
会
の
メ
ン
バ
ー
が
今
後
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

安
全
就
業
に
向
け
て

安
全
就
業
に
向
け
て

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

　
　
　親
子
バ
ッ
グ

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

　
　
　親
子
バ
ッ
グ

ハギレを利用した
　　シートクッション
ハギレを利用した
　　シートクッション

趣味のひろば

彼岸花

白髭神社の日の出 宇治田原の雲海

滋賀県・マキノ町メタセコイヤ並木道

手
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
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令
和
２
年
度
　
事
故
発
生
状
況

令
和
２
年
11
月
末
現
在

１
．賠
償
事
故

~
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
中~

商業施設敷地内で段ボールの整理中、ストッパーをかけないで置いていた空台車が、
５ｍ先の離れた車に接触した。

会社敷地内の機械除草作業を行う。翌日に自動車所有者より車両に傷がついていると
連絡があり、確認を行う。当方の作業においてついたものと思われる。

剪定作業終了後、脚立を収納時に脚立の足が発注者所有の自動車にあたり傷を付けた。

草刈作業中、溝蓋部分で足を滑らせ、転倒したときに地中から出ていた光ファイバー
ケーブルを草刈り機で切断した。

自治会敷地内の機械除草を行う。作業後に自治会担当者より事務局へ連絡があったため、
職員が確認に伺い、飛び石により窓ガラスにヒビが入っていることを確認する。

性別 年齢 仕事の
内容発生日 発生

時刻 発　　生　　状　　況

軽
作業班
植木

剪定班

草刈班

草刈班

軽
作業班

11：10

10：00

10：00

10：00

14：00

73

69

75

77

78

男

男

男

男

男

①

②

③

④

⑤

2.4.17

2.6.16

2.7.3

2.7.31

2.9.19

敷地内の剪定及び除草作業中、清掃時のブロアーを使用し作業をしていたところ、劣
化している木製門扉の塗装が風力により剥がれたものと思われる。

植木
剪定班16：0067男

⑥

2.8.14

２
．傷
害
事
故

段ボールを整理するため、机の上に乗って作業をしていた際に、机の隙間に気付かず、
右足が足首からくるぶしまではまるような形で落ちた。その際右足に痛みがあった。

裏玄関から外に出た際に、右足首部分を蜂に刺された。

マンション清掃作業中、開放されていた通路側の窓（押し上げ式）に額の左側がぶつ
かり怪我をした。

駐車場を歩いていた際に、車止めに足が引っかかり転倒した。左眼上側を裂傷。

性別 年齢 仕事の
内容発生日 発生

時刻 発　　生　　状　　況

清掃
作業班

軽
作業班
清掃

作業班

草引班

10：05

9：30

9：15

16：00

73

79

68

77

男

男

女

男

①

②

③

④

2.5.21

2.9.1

2.9.17

2.10.16

※参考：令和元年11月末時点事故件数　 1. 賠償事故7件　 2. 傷害事故5件

写真撮影：柴家　碧

　
９
月
末
現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
の
累

計
契
約
金
額
は
、
１
億
８
３
５
万
円

（
請
負
事
業
）
１
，
８
８
３
万
円

（
派
遣
事
業
）
と
な
り
、
対
前
年
度

比
３
６
８
万
５
千
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
契
約
件
数
は
１
，
４
５
８

件
（
請
負
事
業
）
15
件
（
派
遣
事

業
）
と
な
り
、
対
前
年
度
比
１
３
８

件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

上
半
期
の
事
業
実
績

契
約
金
額
の
推
移

前年度請負

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
4 月 5 月 6月 7月 8月 9月（千円）

当年度派遣前年度派遣 当年度請負

私
の
生
き
ざ
ま･･･

　三
つ
の
シ
ゴ
ト

①
一
つ
目
の
仕
事

私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
65
歳
定
年
退
職
後
、
他
の

世
界
を
知
り
た
く
て
保
育
園
の
用
務
員
、
警
備
員
そ
し
て

市
政
協
力
員
（
準
公
務
員
）
を
経
て
現
在
シ
ル
バ
ー
会
員

と
し
て
二
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

②
二
つ
目
の
私
事

我
が
夫
婦
は
来
年
で
結
婚
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
現
在

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
妻
一
人
、
子
供
三
人
、
孫
五
人
で
子
供
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
遠
方
（
国
の
内
外
）
に
住
ん
で
い
ま
す
が

便
利
な
世
の
中
で
不
自
由
な
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

③
三
つ
目
の
志
事

50
歳
台
は
公
式
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
、
60
歳
台

は
自
治
会
の
役
員
、
70
歳
台
に
入
っ
て
防
犯
推
進
委
員
と

し
て
子
供
た
ち
の
通
学
見
守
り
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

以
上
、
三
つ
の
シ
ゴ
ト
を
趣
味
と
し
て
、
感
謝
を
込
め

て
気
力
体
力
の
続
く
限
り
、
粗
大
ゴ
ミ
と
な
ら
な
い
よ
う

に
元
気
で
長
生
き
を
モ
ッ
ト
ー
に
人
生
を
楽
し
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
桃
園
地
区

　鈴
木

　道
春
）

今
年
度
よ
り
、
部
会
組
織
も
再
編
さ
れ
ま
し
た

が
、
業
務
部
会
の
取
り
組
み
の
な
か
で
、
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
従
来
以
上
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
は
必
要
に
応
じ
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
計
画
性
を
も
つ
こ
と
で
よ
り
多
く
の
作
業

現
場
へ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

安
全
就
業
の
啓
発
に
も
繋
が
る
と
考
え
、
毎
月
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
ま
で
、
植
木
剪
定
、
除
草
、
通
学
安
全
整

理
員
業
務
、
清
掃
業
務
（
常
磐
苑
）
、
甘
南
備
園

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ご
み
処
理
業
務
な
ど
、
多
種

多
様
な
職
種
で
の
就
業
現
場
に
て
作
業
状
況
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

【
安
全
第
一
】
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

の
就
業
の
基
本
で
す
。
就
業
現
場
の
会
員
さ
ん
の

声
も
お
聞
き
し
な
が
ら
、
事
故
の
芽
を
摘
む
た
め

の
対
話
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
就
業
で
き
る
よ
う
、

業
務
部
会
の
メ
ン
バ
ー
が
今
後
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

安
全
就
業
に
向
け
て

安
全
就
業
に
向
け
て

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

　
　
　親
子
バ
ッ
グ

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

　
　
　親
子
バ
ッ
グ

ハギレを利用した
　　シートクッション
ハギレを利用した
　　シートクッション

趣味のひろば

彼岸花

白髭神社の日の出 宇治田原の雲海

滋賀県・マキノ町メタセコイヤ並木道

手
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
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会
員
の
皆
様
に
は
新
春

を
迎
え
ら
れ
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
自

粛
し
た
こ
と
も
あ
り
、
不

安
な
日
々
を
お
過
ご
し
に

な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
そ
ん
な
毎
日

に
負
け
ず
「
お
元
気
で
す

か
？
」
　
昨
年
よ
り
役
員

も
各
部
会
組
織
も
新
体
制

と
な
り
更
な
る
や
り
が
い

の
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
！
と
取
り
組
ん

で
進
め
て
い
ま
す
の
で
楽

し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。

　
昨
年
配
布
し
た
「
エ
コ

バ
ッ
グ
」
は
使
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
か
？
と
て

も
便
利
だ
と
会
員
の
声
も

聞
い
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
と

社
会
貢
献
事
業
と
し
て
生

か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
節
目
と
な
る
設
立
30
周

年
を
目
前
に
控
え
、
広
報

活
動
に
つ
い
て
も
変
革
の

時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

皆
様
に
寄
り
添
い
、
有
意

義
な
情
報
を
お
伝
え
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
意
見
や
ご
要

望
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
部
会
）

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
皆
さ
ん
の
仲
間
（
会
員
）
を
募

集
中
で
す
。

　
今
年
度
よ
り
新
し
く
取
り
入
れ
た
取
り
組
み
も
活

用
し
、
一
人
で
も
多
く
の
「
仲
間
づ
く
り
」
に
繋
げ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
会
員
獲
得
奨
励
金
制
度
】

　
　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
友
人
を
ご
紹
介
い
た
だ
　

　
　
き
、
入
会
さ
れ
た
際
に
紹
介
者
（
会
員
）
に

　
　
対
し
奨
励
金
（
5
，
0
0
0
円
）
を
進
呈
。

【
入
会
者
の
初
年
度
会
費
無
料
】

　
　
入
会
さ
れ
た
年
度
の
会
費
を
無
料
と
し
ま
す
。

【
夫
婦
会
員
等
の
年
会
費
半
額
】

　
　
同
居
す
る
夫
婦
及
び
親
族
等
の
会
費
を
半
額

　
　
（
1
，
8
0
0
円
）
と
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
ご
夫
婦
ど
ち
ら
か
が
入
会
済
の
場
合
、
新
た
な

　
入
会
者
の
今
年
度
年
会
費
は
無
料
、
入
会
済
の
方
の
会
費

　
は
3
，
6
0
0
円
と
な
り
ま
す
。（
適
用
は
次
年
度
か
ら
）

　
入
会
説
明
会
は
予
約
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
、
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り

　
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
の
皆
さ
ん
が
『
会
員
証
』
を
提
示
す
る
だ

け
で
地
域
の
協
力
店
で
商
品
の
割
引
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る

「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
」
の
取
り
組
み
を
11
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
す
で
に
先
進
セ
ン
タ
ー
で
は
先
行
し
て
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
地
域

活
性
化
に
も
繋
が
る
試
み
で
も
あ
り
、
い
ず
れ
は
京
田
辺
市
外
で
も
「
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
」
の
会
員
で
あ
る
こ
と
で
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
浸

透
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
協
力
店
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
会
報
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
協
力
店
に
は
チ
エ
ブ
ク
ロ
ー
を
配
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
設
置
（
掲
示
）
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
よ
。

　
去
る
10
月
29
日
に
理
事
に
よ
る
「
会
員
募
集
チ

ラ
シ
」
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
市
内

で
比
較
的
高
齢
者
世
帯
の
多
い
地
域
に
対
し
、
啓

発
の
オ
レ
ン
ジ
ベ
ス
ト
を
着
用
し
た
理
事
の
皆
さ

ん
の
手
に
よ
っ
て
約
２
，
０
０
０
枚
の
チ
ラ
シ
を

配
布
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
に
は
草
引
き
班
の
会
員
10
名
の
方

の
ご
協
力
に
よ
り
、
２
０
０
枚
の
チ
ラ
シ
配
布
も

実
施
し
ま
し
た
。

　シルバー人材センターは国、京都府及び京田辺市からの補助金により
運営されています。
　センターの安定かつ健全な財政運営のため、去る９月16日及び12月
17日に、理事長、副理事長が京田辺市長を訪問し、補助金にかかる要
望書を提出いたしました。

編
集
後
記

「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
」ご
利
用
く
だ
さ
い

「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
」ご
利
用
く
だ
さ
い

会
員
拡
大
に
向
け
て

＊会場はシルバー人材センター３階会議室
  （午前１０時～）

会員
入会説明会

日程表

https://webc.sjc.ne.jp/kyotanabe/activity_6

令和3年 １月20日（水）
令和3年 ２月１7日（水）
令和3年 ３月１7日（水）

京田辺市に対する
補助金要望行動

会
員
獲
得
奨
励
金
制
度
な
ど
の
活
用
を
！

〜
市
内
重
点
地
域
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
〜

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り
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大怪我は　小さな油断の　積み重ね （森村 健治）洗い出せ　ヒヤリ・ハット摘出は 　あなた自身の　おくすり手帳 （伊藤 哲朗）


